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（注1） 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。また、実績に関しては全て連結数値となっております。
（注2） 本誌の掲載情報は、将来の見通しに関する記述が様々な表現で掲載されていますが、その見通しはリスクや不確実性に左右され、実際の結果と大きく異なることも考え

られます。読者の皆様には、これらの将来に関する記述に過度に依存なさらないようお願いいたします。

物流事業における航空貨物
輸送業務の取扱拡大と
不動産事業における 
主要オフィスビルへの 
新規テナント入居等により
増収増益

2025年3月期
0

360,000

240,000

120,000

2024年3月期

260,593 280,742

2027年3月期
（予想）

316,000299,472

2026年3月期 2025年3月期
0

24,000

16,000

8,000

2024年3月期

21,010
18,037

2027年3月期
（予想）

21,284

2026年3月期

21,100

2025年3月期
0

24,000

16,000

8,000

2024年3月期

20,754
17,831

0.0

15.0

10.0

5.0

8.0
6.4

2027年3月期
（予想）

22,111

2026年3月期

23,000

7.4

2027年3月期
（予想）

11,151

2026年3月期

12,500

8.6

2025年3月期
0

15,000

10,000

5,000

2024年3月期

12,107
10,040

0.0

24.0

16.0

8.0

11.9
8.8

ｰ 営業収益  （百万円）
ｰ  営業利益 

（■／左軸：百万円）
ｰ 経常利益  （百万円）

ｰ  親会社株主に帰属する 
当期純利益  （■／左軸：百万円）

ｰ ROE  （●／右軸：%）

2026年3月期  連結業績ハイライト

2026年3月期業績

2,994億72百万円
［ 前期比 187億29百万円  ］

212億84百万円
［ 前期比 32億46百万円  ］

221億11百万円 7.4%
［ 前期比 42億79百万円  ］ ［ 前期比 1.0pt  ］

111億51百万円 8.6%
［ 前期比 11億11百万円  ］ ［ 前期比 0.2pt  ］

　「中期経営計画2022」の4年目にあたる2026年3月期

（以下、当期）の物流業界は、国際貨物取扱は堅調に推移

した一方、中東情勢による先行き不透明感がみられま

した。このような事業環境のなか、当社においては、新

規業務獲得に加え、BCPや環境課題への対応といった

提案活動を推進しました。

［物流事業］

・  自動車関連の航空貨物輸送の取扱増加

・  国内においてEC向け物流の取扱拡大 
およびヘルスケア新規業務開始

・ 海外（欧州）において前期開設した 
物流拠点の通期寄与

［不動産事業］
・  当社所有のMSH日本橋箱崎ビル、 

MSC御成門ビル、MSCセンタービルの 
リーシング完了

　これらの結果、当期業績は前期比増収増益となりま

した。

　当期業績の概要としては、連結営業収益は2,994億72

百万円と前期比187億29百万円、6.7%の増収となり、連

結営業利益は221億11百万円と前期比42億79百万円、

24.0%の増益、連結経常利益は212億84百万円と前期比

32億46百万円、18.0%の増益となり、親会社株主に帰属

する当期純利益は111億51百万円と前期比11億11百万

円、11.1%の増益となりました。
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2026年3月期業績ポイント 資本政策について

自己株式取得の実施

資本業務提携による
第三者割当の実施

03 第178期 報告書 Business Report 04

MITSUI-SOKO HOLDINGS Co., Ltd.



1 Financial Review

　2025年3月期から2026年3月期の配当につきましては、MSH日本橋箱崎ビル等
のテナント入替えによる減益が一過性であることを踏まえ、安定配当の観点から、
2024年3月期の水準を維持しておりました。2027年3月期においては配当方針の
下、業績伸長による増配を見込み年間50円／株の配当を予定しております。

・ 2026年3月期の配当は、中期経営計画が順調に進捗していることや 
安定配当の観点等を総合的に勘案し、前期と同水準を維持

・ 2027年3月期の配当は「配当性向30%を基準とした業績連動による機動的な配当」
の方針の下、業績伸長を踏まえ1株当たり年間50円の配当を予定

・ 自己株式の取得を公表（2026年2月の当期第3四半期決算発表時に開示） 
550万株を上限とする自己株式取得枠の内、2026年3月期は約329万株（約120億円）
の取得を実施 P07参照

2027年3月期  連結業績予想

株主還元

（注） 本頁に記載した業績予想数値および関連情報は、当社が現在入手している情報に基づくものであり、実際の業績は様々な要因により異なる結果となる可能性があります。 
また、中東情勢による業績への影響は現時点で見積ることが困難であり、業績予想には織り込んでおりません。今後の動向次第では業績予想が変動する可能性があり、修正の必要が生じた場合には速やかに開示いたします。

事業セグメント別業績
2026年3月期／2027年3月期事業セグメント別営業収益・営業利益 （2027年3月期の数値は通期予想数値になります。）

当社グループの事業ポートフォリオは、安定的な収益を確保する不動産事業に加え、物流事業においては倉庫運営によるストック型ビジネスと輸送業務による
フロー型ビジネスを組み合わせたバランスの取れた構造となっています。当期業績および2027年3月期業績予想を事業セグメント毎にご参照ください。

（注1） 記載金額：億円未満を四捨五入して表示しています。
（注2） 全社消去：営業収益のセグメント間の内部収益及び振替額と営業利益の管理部門に係る費用の調整額等を表示しております。

物流事業合計

物流事業合計

不動産事業

不動産事業
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航空貨物FWD 3PL・LLP 陸上貨物運送

営業収益 1,392億円
 ［ 前期比 ＋1.4%  ］

営業収益 1,430億円
 ［ 前期比 ＋2.7%  ］

連結営業収益

2,995億円
含：全社消去  ▲11億円

連結営業収益

3,160億円
含：全社消去  ▲10億円

営業収益  2,920億円 含： グループ間内部 
取引消去  ▲127億円

営業収益  3,070億円 含： グループ間内部 
取引消去  ▲137億円

営業利益  245億円 含： 連結調整額  ▲3億円

営業利益  253億円 含： 連結調整額  ▲3億円

連結営業利益

221億円
含：全社消去  ▲60億円

連結営業利益

230億円
含：全社消去  ▲68億円

営業収益 539億円
 ［ 前期比 ＋22.9%  ］

営業収益 622億円
 ［ 前期比 ＋15.4%  ］

営業収益 825億円
 ［ 前期比 ＋2.6%  ］

営業収益 864億円
 ［ 前期比 ＋4.8%  ］

営業収益 291億円
 ［ 前期比 ＋6.9%  ］

営業収益 291億円
 ［  ───  ］

営業収益 86億円
 ［ 前期比 ＋28.6%  ］

営業収益 100億円
 ［ 前期比 ＋15.9%  ］

セグメント利益 75億円
 ［ 前期比 ＋0.4%  ］

セグメント利益 85億円
 ［ 前期比 ＋13.8%  ］

セグメント利益 86億円
 ［ 前期比 ＋38.7%  ］

セグメント利益 84億円
 ［ 前期比 ▲2.3%  ］

セグメント利益 70億円
 ［ 前期比 ＋5.5%  ］

セグメント利益 71億円
 ［ 前期比 ＋1.2%  ］

セグメント利益 16億円
 ［ 前期比 ＋16.0%  ］

セグメント利益 16億円
 ［  ───  ］

セグメント利益 37億円
 ［ 前期比 ＋69.4%  ］

セグメント利益 45億円
 ［ 前期比 ＋22.9%  ］

物流事業 不動産事業

連結営業利益

・ 荷動きが底を打ち徐々に取扱量が上向くこ
とを想定していることに加え、中計重点施
策の新規業務等の拡大を見込み増収増益を
計画しております。
・ 事業環境等の変化により、物流拠点運営や
輸配送の効率化・作業効率化や適正料金収
受の各種施策を通じ収益性改善に取組む
方針です。

当社所有の主要オフィスビルへの新規テナント入
居効果の通期寄与を見込み、増収増益を計画してお
ります。

全社費用としてDX投資の実行に伴う費用やサイ
バーセキュリティ向上費用等の発生、および人的資
本投資のための戦略的費用増を見込んでおります。
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通期配当額と配当性向推移ポイント
＊過去の株式分割および併合を反映した遡及修正後データ

  通期配当額
 配当性向

営業収益

3,160億00百万円
［ 前期比 5.5%  ］

営業利益

230億00百万円
［ 前期比 4.0%  ］

経常利益

211億00百万円
［ 前期比 0.9%  ］

親会社株主に帰属する
当期純利益

125億00百万円
［ 前期比 12.1%  ］

（単位：円）

～「中期経営計画2022」最終年度の営業利益目標230億円の達成を目指す～
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